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講演　「統合失調症者のご家族に対する心理教育について」

　　　　　　　　　　　　講師：東京都精神医学総合研究所　参事研究員　白石　弘巳先生

要旨

「統合失調症者のご家族に対する心理教育について」
＜心理教育と家族教室＞

・心理教育…１９８０年代欧米で生まれた。

· 家族教室…１９６０年代日本で生まれた。

専門家は家族教室を心理教室と読み替えて、同じ様なことを続けてきたのではないか？

＜家族の期待と専門家の期待＞

・家族の期待…家族は良くする方法を知りたい。

「どこかにもっといい方法があるはず」「自分が勉強すれば良くなる」

・専門家の期待…専門家は悪くしない方法を伝えたい。「家族の感情供出」「薬の重要性」

＜心理教育の目的（１）＞

専門家と家族が分かり合うこと。

· 共感の重要性。

· Ｌｅａｒｎのプロセス（Ｌｉｓｔｅｎ・Ｅｘｐｌａｉｎ・Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ

　　　　　　　　　　　　　Ｒｅｃｏｍｍｅａｄ・Ｎｅｇｏｔｉａｔｅ）

· 家族と患者の間でも同様なことが生じることを実感する機会とする。

＜病院家族会と病棟家族会における家族治療＞

防府病院における実践…水津氏は、第１回で運動会の様子を映写し、その感想について話し合い。遺伝と環境についての講話の後、質疑。患者の院内生活ぶり及び文化祭展示中の作品見学。

鳥山病院における実践…竹村氏は、家族向けに退院の手引き等パンフレットを作って啓蒙を試みたが、不十分であったため「必要に迫られて」担当していた社会復帰病棟で家族会を計画した。

　　　　　　　　　　　第１回の回で３時間に及ぶ説明と懇談ができたことに「一種の感激さえ覚えた」

我々は、家族が「いいお話を伺いました」と言って帰るようなミーティングではなく、医療従事者に向けられるものを含む様々な「怒り」「不満」を洗いらいぶつけることができるようなミーティングをこそ目指すべきである。

＜心理教育で忘れがちなこと＞

・そもそも家族とは、どんな人たちなのか？

・本当に必要な情報は何か？

・家族が求める接し方の吟味

· 専門家は心理教育を通じて家族に、どんな人になってほしいのか。

回復した家族のあり方

	（1） 病気に対して…障害を残したり、完治しない可能性があることを知っている。一方で、何と　　　　　　かなるという希望、何とかしたいという意思を持っている。

（2） 本人に対して…優しさや暖かさを持っている。一方で厳しさを併せ持っている。

（3） 専門家に対して…専門家のサービスに感謝の気持ちをもっている。一方で、不安、不満、要　　　求を表明することができる。

（4） 自分に対して…本人に関わる決意を持っている。一方で自分の人生の目標や楽しみを追求することができる。

（5） 社会に対して…本人のため不必要なことは言わない。一方で、必要なら、本人のために行動し、要求を出す力、社会的活動を行う力を持っている。


家族教育は、実際には「分かっている。でも・・。」ということが非常に多い。「当たり前のこと」であるが、当たり前のことを当たり前に行うことこそが本来の目標で、かつもっとも難しいことと考えるべきである。

＜統合失調症の人の辛さ＞

· 刺激に対して適切に反応できない…不安にとても弱くなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　強い刺激には過敏に反応する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　通常の刺激では反応できない。

· 疲れやすい。

· こうした辛さを回避しようとする行動が時として問題となる…ひきこもり・煙草の吸い過ぎなど

＜家族と専門家の交流会＞

· 家族の希望に添うことを目標として運営。

· 丁寧に家族の質問に答え、意見を聞く。

· ボランティア専門家の姿勢（匿名性）

· 中立的・セカンドオピニオンの提供

· 専門家も勉強となり、「変化を楽しむ」

＜心理教育の目的（２）＞

· 経過の多様性を伝える。

＜精神障害者の６つの闘い＞

1 症状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④社会の偏見

2 薬の副作用　　　　　　　　　　　　　　　　⑤自分

3 よりよい治療を確保する　　　　　　　　　　⑥日常生活の基盤を確保する

＜心理教育の目的（３）＞

家族が安心に近づくこと。

· 今のままではだめという考え方ではなく、今のままでいいというところから出発して希望をもてること。

· 患者が希望をもつことが大切であると分かってもらうこと。

＜回復の心理的過程＞

「今のままで大丈夫」という気持ち…治療を受けることで得る安心感　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　家族以外の人とのパイプ（細くても）

　　　　　　　　　　　　　　　　　家族の一員としての役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　目標の発生

「一歩踏み出す」勇気がでること…「人づきあいの経験を積む」「試行錯誤が当たり前」

「これも自分の人生」と言えること

＜家族の安心を生み出すこと＞

· 家族の感じ方、これまでの行動、現在できないでいることなどを「ノーマライズ」する。

· 病気に関して的確に情報を伝える。

· 家族が現在行っていることに関して肯定的

· 質問に丁寧に答える。

＜心理教育の目的（４）＞

家族に力をつけてもらうこと。

· それは、できることを行い、できないことには援助を求めることのできる力である。

· 力とは、自分のコントロールできるであって、他人のコントロールではないこと。

· 患者も同様にして力をつけることができることを伝えること。

＜専門家の姿勢＞

· 専門家は家族ができることを見守り、余計なお節介をしない。その人なりのやり方を尊重する。

· と同時に心理教育をきっかけとして自分が行うべき役割を家族に提示し、家族ができないことに対しては、これに応えることを覚悟する必要がある。

＜対人関係の４つのあり方＞

	操作

（「あれしなさい」と力づくでけなす）
	直面化

（事実を突きつけて決断を迫る）

	養育的態度

（親が褒めたり・叱る態度）
	エンパワーメント

（本人の希望を聞いて応援する）


＜質疑応答＞

Ｑ．統合失調症の家族より…本人に説明しても話がまとまらない時がある。

Ａ．いかに辛抱強く聞くかが大切。何か提案したら、相手が分かるだろうと思わず、１０言ったら１分かるような相手の状況に気付く。

Ｑ．家族と本人の距離とは？

Ａ．悪くしないために批判的になったり、世話しすぎるのではなく、悪いことは悪いと伝える。問題を乗り越えていくことが大切である。言ってみなければ分からない。ごちゃごちゃした人間関係の中で分かることもある。仲直りする関係を作っていく。

Ｑ．精神保健センター…デイケアで煙草を吸い過ぎる利用者がいる。何も言わないと「何も言わない先生だからいいね」と言われる。今回の講演で煙草を吸い過ぎる背景に強い不安があると学び、不安をやわらげる関わりが必要だと感じた。（言葉で指示するのではなく）

Ａ．患者が少しずつ、何気なく話しかける言葉を聞くことも援助である。小さなことに丁寧に対応する。アンテナをはり、本人の希望を知る。

Ｑ．家族会…妹がそう状態で誇大妄想があり、家族は疲れる。対応の仕方を知りたい。

Ａ．困った時は対応を考えている。（喧嘩しないようにするにはと）本人に聞いていることを伝える。それ以上言わない。接する時間を減らす。家族が負担にならない様に時間を設定する。（電話相談する時は「○時だから」と切る時もあった）

Ｑ．家族支援の中に心理教育をどの様に含めるか？

Ａ．主治医に情報を伝える。急性期・慢性期・地域で困っていることに応える。今、家族が困っていることをミーティングする。家族が困っていることに耳を傾ける。家族と向き合うことが大切。

家族は体験の専門家であり、専門家と家族の共同作業である。

考察
統合失調症者の家族に対する心理教育についての研修と聞いて、病棟での面会時の家族対応や家族教室を研修前に想像していた。

家族と専門職との間には、家族は良くする方法を知りたくて、専門職は悪くしない方法を伝えたいというお互いの違いがあり、その違いを知ることが大切であると学んだ。心理教育は専門家が学ぶ場でもある。支援とは、まず自分ができることをしてもらい、できないことは助けてもらう力を持つことである。患者様も家族も専門職も困っている時に、困っているといえること、自分はこれ以上できないと伝えられる強さを持つことが必要であると学んだ。できないと認めても、対象者から逃げないでそばにいること。家族と一緒にどうしたらできるのか考えるという姿勢に、自分自身のあり方が問われるなと思った。

専門家の姿勢として家族ができることを見守り、余計なお節介をしない。その人なりのやり方を尊重すると学び、個々の家族で、やり方は違うのだろうなと思った。では、今の自分にできることは何だろうと考えた時に、「小さなことに丁寧に対応する」ことから始めようと思った。看護の専門職として、今後家族から相談があったとしたら、こんな方法もあるし、こんな方法もありますよと情報提供できるように今後も勉強できる機会を大切にしようと思った。

弱い自分を認めること・困っている時に困っているといえることが強さであるという言葉に、自分自身を知ることが大切なのだなと思った。

　










